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物 理 化 学 の進 歩Vol.18No.5a(1944)
物理化學の進歩 第十八卷(昭 和十九年)目夫
原 報
2鹽 素1-3プタデイエンの:重合 に關する研究(第1報}直 接重合に
就て 重 名










長 齟谷 川 繁 .夫・・33
一酸化炭素及び水素 並に低級アルコールより高級アルコPル合皮の




アセ トアルデハイ ドの酸化反應(1〕 綏徐酸化反應の動力學的研究 …八
熱解析法によるコロイ下觸媒作用の研究(第5報)Hρ2分 解 に對
するCO毒 作用より見たPし 觸媒表両欺態 水 渡 英
熱解析法によるコロイド觸媒作用の研究(第6報)一 時的被毒 反應
の動力學




















研 究 綜 報
長 谷 川 繁 夫 ・・一145
化學反應の微細機構
紹. 介




觸媒蕎…¢)fヒ學右瑾造 と毒性 度 τ
大 杉 治 郎…
長 谷 川 繁 夫…







,綜 合 講 潰




佐 々 木 申 ニ…53
■闇卩.
A1～A26
